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だった。しかしもちろん，野生生物はその生息環境の中で，
他の生物と相互作用をしながら生きていかなければならな
い。もちろんダーウィンとて，そういう視点がなかったわけ
ではない。環境あるいは他の生物，さらには同種個体との相
互作用によって生じる生存繁殖率の違いこそが，自然淘汰説
の根幹なのだから。
ダーウィンの慧眼は，ナチュラリストとしての観察力に
よって養われた。最近，同じくナチュラリストならではの面
白い研究成果を見つけてうれしくなった。それがつる植物の
研究だったのでなおさら。
弘前大学の山尾僚さんは，前々から，道端のヤブガラシや
ノブドウを観察していて，それらの植物個体の巻きひげが自
分自身には巻きつかないことになんとなく気づいていたとい
う。たしかに，自分の体に巻きついていたのでは，こんがら
がってしまいうまく成長できないばかりか，光合成にも不都
合をきたしかねない。当たり前といえば当たり前だが，不思
議なことに，このことをきちんと確かめた研究はなかったよ
うだ。そこで山尾さんは東京農工大学の深尾祐也さん（現在
は東京大学）といっしょに，ヤブガラシを材料に，自分の葉
と他個体の葉への巻きつき方の程度の違いを調べることにし
たという。
結果は明らかだった。実験開始後 23時間の時点で比較し
たところ，自分の茎には 50%の割合で巻きつかなかったの
に対し，同種の他個体の茎に巻きつかなかった割合は 20％
ほどでしかなかった。しかも巻きつき方でも差が出た。しっ
かりと巻きついたのは，自分に対しては 10％弱だったのに
対し，他人には 40％だったのだ。さらに興味深い発見は，
根でつながっている株どうしは自分（自株）として認識する
（巻きつき方に差がない）のに対し，その根を切り離したと
たん，完全な他人（他株）として認識し始めるということだっ

た。つまり同じクローンでも，いったん絆が切れたら赤の他
人扱いになるというのだ。どのようなメカニズムによるもの
なのか興味深いところだが，それはまだ解明されていない。
ヤブガラシはブドウ科だが，山尾さんはその後の研究で，
ウリ科のゴーヤやキュウリでもこの自他識別を確認している
ようだ。
一方の深尾さんは，ヤブガラシが他種を見分けるシグナル
を発見した。それは，ヤブガラシの葉が多量に含んでいるシュ
ウ酸化合物だった。この発見のきっかけは偶然だったという。
ヤブガラシの巻きひげは，カタバミの葉に巻きつかないこと
に気づいたのだ。カタバミの葉にも多量のシュウ酸が含まれ
ている。カタバミの葉を噛むと酸っぱいし，しぼり汁を十円
玉につけるとピカピカになることはよく知られている。どち
らもシュウ酸の効果である。
この発見をきっかけに，シュウ酸の含有量の異なる植物の
葉で巻きつけ実験をしたところ，シュウ酸含有量の多い植物
ほど，ヤブガラシの巻きひげは巻きつかなかったという。と
いうことは，ヤブガラシの巻きひげは，シュウ酸を感知する
何らかのセンサーを備えているということだ。ただしこの発
見では，ヤブガラシが絆の切れたクローン個体を他人と認識
する仕組みは説明できない。それについてはまた別の仕組み
があるのだろう。
道端の雑草のなにげない観察から，植物の自他認識という，
まるで動物のような能力が浮上してきた。それは，つる植物
に組み込まれている適応の一つなのだ。つる植物は隣人を圧
倒して光を独占するために，そのような戦略を身につけたの
だろう。ここでまた先の映画の隣人が浮かべる，すべてを見
通したような不気味な笑いを思い出した。もちろん，自然界
のそこここに見られる精妙な “奸計 ”をめぐらしたのは自然
そのものなのだが。
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平成 28 年度畑作関係除草剤・生育調節剤試験成績検討会

は ､ 平成 28 年 11 月 30 日 ( 水 ) ～ 12 月 1 日 ( 木 ) に浅草

ビューホテルにおいて開催された。

この検討会には，試験場関係者 43 名，委託関係者 56 名
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生育調節剤 2薬剤 (5 点 ) について，試験成績の報告と検討

が行われた。

その判定結果および使用基準については，次の判定表に

示す通りである。
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対象雑草 処理法 処理時期 使用量（/10a） 適用土壌 適用地域 使用上の注意

茎葉兼
土壌

おうぎ出芽揃
期、雑草発生
始期～揃期

200～300mL
<水量100L>

茎葉兼
土壌
（畦間）

おうぎ生育期、
雑草発生揃期
～2葉期

300mL
<水量100L>

茎葉兼
土壌

甘草萌芽前、
雑草発生前～
始期

茎葉兼
土壌→
茎葉兼
土壌
（畦間）

甘草萌芽前、
雑草発生前～
始期→甘草生
育期、雑草2葉
期まで

・作物に飛散しないよう
に散布する

2.AH－01　液
グルホシネートPナトリウ
ム塩：11.5%

［Meiji Seika ファルマ、
北興化学工業］

春播小麦 実・継 一年生雑
草

茎葉 小麦生育期、
雑草生育期
（草丈20cm以
下）
（圃場内周縁）

300～500mL
<水量100L>

全土壌 北海道 ・周辺作物に飛散しない
ように注意する

・雑草草丈30cm以下で
の効果、薬害の確認

大豆 実・継
（従来
どお
り）

一年生雑
草

土壌 播種後出芽
前、
雑草発生前

400～600mL
<水量100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域

Lm008～006サクユツ
<水量100L>

4.AL－513（改）細粒
アラクロール:4%
リニュロン:1.04%

［日産化学工業］

ばれいしょ 継 ・効果、薬害の確認

5.BJL－861微粒
ダゾメット:96.5%

［アグロカネショウ］

こんにゃく 継 ・効果、薬害の確認

140～200mL
<水量100L>

北海道

140～260mL
<水量100～150L>

東北以南

140～200mL
<水量100L>

北海道

140～260mL
<水量100L>

東北以南

薬剤名
有効成分及び含有率

（%）
作物名 判定

使用基準

継続の内容

・薬量200mL/10a処理で
の効果、薬害の確認（畦
間処理）

1.AC－263　液
イマザモックスアンモニ
ウム塩：0.85%

［＊武田薬品工業、
BASFジャパン］

甘草 実・継 一年生広
葉雑草

300mL
<水量100L>

全土壌
（砂土を
除く）

生発草雑、前芽萌草甘・域全
前～始期での年次変動
の確認
・甘草萌芽揃期、雑草発
生始期～揃期での効
果、薬害の確認
・甘草生育期、雑草発生
揃期～2葉期、1回処理
での効果の確認（畦間
処理）

1.AC－263　液
イマザモックスアンモニ
ウム塩：0.85%

［＊ツムラ、
BASFジャパン］

おうぎ 実・継 一年生広
葉雑草

全土壌
（砂土を
除く）

全域

3.AL－513乳
アラクロール:30%
リニュロン:12%

［日産化学工業］

・アサガオに対する除草
効果の確認

6.CG－123αフロアブル
アトラジン:27.8%
S－メトラクロール:26.4%

［シンジェンタ］

とうもろこし
（飼料用お
よび食用）

実・継 一年生雑
草

土壌 播種後、雑草
発生前

全土壌
（砂土を
除く）

・イネ科雑草の多発圃場
ではイネ科雑草の2葉期
までに使用する。

・水量150L/10aでの年
次変動の確認（播種後
出芽前、東北以南）

茎葉 とうもろこし2～
4葉期
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対象雑草 処理法 処理時期 使用量（/10a） 適用土壌 適用地域 使用上の注意

薬剤名
有効成分及び含有率

（%）
作物名 判定

使用基準

継続の内容

大豆 実・継 一年生雑
草

茎葉 200～500mL
<水量25～100L>

全土壌 東北以南

500mL
<水量5～6L>

播種後出芽前
雑草生育期
（草丈30cm以
下）

200～500mL
<水量25～100L>

茎葉
（畦間）

生育期、雑草
生育期

・作物に飛散しないよう
に散布する
・散布水量25～50L/10a
の場合は専用ノズルを
使用する
・雑草の草丈30cm以下
で散布する

茎葉 大豆　落葉期
～成熟期、雑
草生育期

500～1000mL
<水量50～100L>

・成熟の遅れた株に散布
すると、子実の変色やし
わ粒等が発生する場合
がある
・水分含量の高い果実を
つけた雑草では、茎葉
は枯れても果実が残る
場合がある
・効果の完成までに2週
間以上を要する

16.NH－009液
グルホシネート:18.5%

［日本農薬］

大豆 継 ・効果、薬害の確認

とうもろこし
（飼料用お
よび食用）

実
（従来
どお
り）

一年生雑
草

土壌 播種後出芽
前、雑草発生
前

225～300g
<水量70～100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域

大豆 実
（従来
どお
り）

一年生雑
草

土壌 播種後出芽
前、雑草発生
前

225～300g
<水量70～100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域

18.NM－536P乳
ジメテナミドP:8.5%
リニュロン:12%

［日産化学工業］

大豆 実
（従来
どお
り）

一年生雑
草

土壌 播種後出芽
前、雑草発生
前

400～600mL
<水量100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域

小豆 実 一年生イ
ネ科雑草

茎葉 小豆生育期、
イネ科雑草3～
5葉期

150～200mL
<水量100～150L>

全土壌 全域

小豆生育期、
イネ科雑草6～
8葉期（草丈
30cm以下）

200mL
<水量100～150L>

しゃくやく
（薬用）

実 一年生イ
ネ科雑草

茎葉 しゃくやく生育
期、イネ科雑
草3～6葉期

150～200mL
<水量100L>

全土壌 全域 ・イネ科雑草優占圃場で
使用する
・スズメノカタビラには効
果劣る

はっか 実 一年生イ
ネ科雑草

茎葉 はっか生育
期、イネ科雑
草3～6葉期

150～200mL
<水量100L>

全土壌 全域 ・イネ科雑草優占圃場で
使用する
・スズメノカタビラには効
果劣る

大豆 － <作用性>

とうもろこし
（飼料用お
よび食用）

－ <作用性>

大豆 継 ・効果、薬害の確認

ばれいしょ 継 ・効果、薬害の確認

・イネ科雑草優占圃場で
使用する
・体系処理：広葉雑草対
象の土壌処理剤を使用
する
・スズメノカタビラには効
果劣る

15.NC－622液
グリホサートカリウム
塩:48%
［日産化学工業］

耕起または播
種前　雑草生
育期（草丈
30cm以下）

・散布水量5～6L、25～
50L/10aの場合は専用ノ
ズルを使用する

・薬量200mL/10a、水量
5～6L/10a処理での効
果の確認（耕起前）
・耕起前、水量25～
100l/10a処理での効果、
薬害の確認（北海道）
・播種後出芽前、水量5
～6L/10a処理での効
果、薬害の確認（東北以
南）
・収穫前全面処理での
効果、薬害の確認（北海
道）

17.NK－1101　水和
S－メトラクロール：24.8%
プロメトリン：26.6%

［日本化薬］

20.NP－66フロアブル
既知化合物A:1.7%
既知化合物B:12%

［日本曹達］

21.SCC－010液
グルホシネート:18.5%

［日本アグロサービス］

19.NP－55乳
セトキシジム:20%

［日本曹達］
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対象雑草 処理法 処理時期 使用量（/10a） 適用土壌 適用地域 使用上の注意

薬剤名
有効成分及び含有率

（%）
作物名 判定

使用基準

継続の内容

7.DCMU　水和
DCMU:80%

［＊保土谷UPL、
北興化学工業］

食用亜麻 実・継
（従来
どお
り）

一年生広
葉雑草

茎葉兼
土壌

亜麻生育期（5
～10cm）、雑
草発生揃期

60g
<水量100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域 ・生育の進んだ雑草には
効果が劣る

・一年生イネ科雑草に対
する効果の確認

播種後出芽
前、雑草発生
前

150～200mL
<水量100L>

全域

播種後出芽
前、雑草発生
始期

100～200mL
<水量100L>

東北以南

茎葉兼
土壌
（畦間・
株間）

大豆生育期
（本葉5葉期以
降）、雑草生育
期（草丈15cm
以下）

100～200mL
<水量100L>

全域

ホオズキ類

てんさい
（移植）

実・継 一年生広
葉雑草

茎葉 てんさい定植
活着後、雑草
発生揃期

500～700mL
<水量50～100L>

全土壌 全域 ・展着剤を加用する
・タニソバには効果が劣
る場合がある

・水量50L処理での年次
変動の確認
・水量100L処理での年
次変動の確認

てんさい
（直播）

実・継 一年生広
葉雑草

茎葉 てんさい第2本
葉展開後、雑
草発生揃期

400～600mL
<水量50～100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域 ・一過性の葉の黄化が
見られることがある。
・展着剤を加用する

・水量100L処理での年
次変動の確認

てんさい
（移植）

実 一年生雑
草

茎葉兼
土壌

てんさい定植
活着後、雑草
発生揃期

500mL
<水量50～100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域 ・タデ科に効果が劣る場
合がある

てんさい 実 一年生雑
草

茎葉兼
土壌

中耕後（てんさ
い7葉期以
降）、雑草発生
揃期

500mL
<水量50～100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域 ・スズメノカタビラには効
果が劣る場合がある

11.KUH－043顆粒水和
ピロキサスルホン:50%

［クミアイ化学工業］

ばれいしょ － <作用性>

ばれいしょ 実
（従来
どお
り）

一年生雑
草

土壌 植付後萌芽
前、雑草発生
前

400～600mL
<水量100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域

茎葉兼
土壌

植付後萌芽
前、雑草発生
始期

300～600mL
<水量100L>

13.MBH－135　乳
フルチアセットメチル:2%

［丸和バイオケミカル］

大豆 実・継
（従来
どお
り）

一年生広
葉雑草

茎葉 大豆2～4葉
期、雑草生育
期（草丈10cm
以下）

30～50mL<100L> 全土壌
（砂土を
除く）

東北以南 ・シロザ、ヒユ科、ナス科
の優占圃場で使用する
・キク科、カヤツリグサ科
には効果劣る
・処理時に展開していた
葉に褐斑を生じ、生育が
遅れる場合がある

・有効草種についての確
認
・大豆1～3葉期処理で
の効果、薬害の確認（北
海道）
・大豆5葉期～開花前で
の効果、薬害の確認（東
北以南）

ばれいしょ 実・継 一年生イ
ネ科雑草

茎葉 ばれいしょ生
育期、イネ科
雑草3～8葉期

200～300mL
<水量100L>

全土壌 北海道 ・体系処理；広葉雑草対
象の土壌処理剤を使用
する
・スズメノカタビラには効
果劣る。

・東北以南での効果、薬
害の確認

かんしょ 実 一年生イ
ネ科雑草

茎葉 かんしょ生育
期、イネ科雑
草3～10葉期
（草丈30cm以
下）

200～300mL
<水量100L>

全土壌 全域 ・体系処理：広葉雑草対
象の既登録土壌処理剤
を使用する。
・スズメノカタビラには効
果劣る。

9.HMB－0901フロアブ
ル
フェンメディファム:9.0%
メタミトロン:27.0%

［ホクサン］

10.HSW－9104S乳
デスメディファム:2.3%
フェンメディファム:10%
S－メトラクロール:7.5%

［ホクサン］

12.MBH－075乳
プロスルホカルブ:46%
リニュロン:11.5%

［丸和バイオケミカル］

8.HCW－201フロアブル
DCMU:50%

［＊保土谷UPL、
北興化学工業］

大豆 実・継
（従来
どお
り）

一年生雑
草

土壌 全土壌
（砂土を
除く）

・タデ類には効果が劣る ・畦間・株間処理での一
年生イネ科雑草に対す
る効果の確認
（北海道）
・アサガオに対する効果
の確認
（畦間・株間）

・専用ノズルを使用する
・噴口はできるだけ低く
し、本葉にかからないよう
に散布する
・葉齢の進んだイネ科雑
草には効果が劣る場合
がある
・イネ科雑草が2葉期より
生育している場合には、
展着剤を加用する（東北
以南）
・低薬量では、生育の進
んだタデ科雑草に効果
が劣る

14.　NC－360フロアブ
ル
キザロホップエチル:7%

［日産化学工業］

2
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対象雑草 処理法 処理時期 使用量（/10a） 適用土壌 適用地域 使用上の注意

薬剤名
有効成分及び含有率

（%）
作物名 判定

使用基準

継続の内容

大豆 実・継 一年生雑
草

茎葉 200～500mL
<水量25～100L>

全土壌 東北以南

500mL
<水量5～6L>

播種後出芽前
雑草生育期
（草丈30cm以
下）

200～500mL
<水量25～100L>

茎葉
（畦間）

生育期、雑草
生育期

・作物に飛散しないよう
に散布する
・散布水量25～50L/10a
の場合は専用ノズルを
使用する
・雑草の草丈30cm以下
で散布する

茎葉 大豆　落葉期
～成熟期、雑
草生育期

500～1000mL
<水量50～100L>

・成熟の遅れた株に散布
すると、子実の変色やし
わ粒等が発生する場合
がある
・水分含量の高い果実を
つけた雑草では、茎葉
は枯れても果実が残る
場合がある
・効果の完成までに2週
間以上を要する

16.NH－009液
グルホシネート:18.5%

［日本農薬］

大豆 継 ・効果、薬害の確認

とうもろこし
（飼料用お
よび食用）

実
（従来
どお
り）

一年生雑
草

土壌 播種後出芽
前、雑草発生
前

225～300g
<水量70～100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域

大豆 実
（従来
どお
り）

一年生雑
草

土壌 播種後出芽
前、雑草発生
前

225～300g
<水量70～100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域

18.NM－536P乳
ジメテナミドP:8.5%
リニュロン:12%

［日産化学工業］

大豆 実
（従来
どお
り）

一年生雑
草

土壌 播種後出芽
前、雑草発生
前

400～600mL
<水量100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域

小豆 実 一年生イ
ネ科雑草

茎葉 小豆生育期、
イネ科雑草3～
5葉期

150～200mL
<水量100～150L>

全土壌 全域

小豆生育期、
イネ科雑草6～
8葉期（草丈
30cm以下）

200mL
<水量100～150L>

しゃくやく
（薬用）

実 一年生イ
ネ科雑草

茎葉 しゃくやく生育
期、イネ科雑
草3～6葉期

150～200mL
<水量100L>

全土壌 全域 ・イネ科雑草優占圃場で
使用する
・スズメノカタビラには効
果劣る

はっか 実 一年生イ
ネ科雑草

茎葉 はっか生育
期、イネ科雑
草3～6葉期

150～200mL
<水量100L>

全土壌 全域 ・イネ科雑草優占圃場で
使用する
・スズメノカタビラには効
果劣る

大豆 － <作用性>

とうもろこし
（飼料用お
よび食用）

－ <作用性>

大豆 継 ・効果、薬害の確認

ばれいしょ 継 ・効果、薬害の確認

・イネ科雑草優占圃場で
使用する
・体系処理：広葉雑草対
象の土壌処理剤を使用
する
・スズメノカタビラには効
果劣る

15.NC－622液
グリホサートカリウム
塩:48%
［日産化学工業］

耕起または播
種前　雑草生
育期（草丈
30cm以下）

・散布水量5～6L、25～
50L/10aの場合は専用ノ
ズルを使用する

・薬量200mL/10a、水量
5～6L/10a処理での効
果の確認（耕起前）
・耕起前、水量25～
100l/10a処理での効果、
薬害の確認（北海道）
・播種後出芽前、水量5
～6L/10a処理での効
果、薬害の確認（東北以
南）
・収穫前全面処理での
効果、薬害の確認（北海
道）

17.NK－1101　水和
S－メトラクロール：24.8%
プロメトリン：26.6%

［日本化薬］

20.NP－66フロアブル
既知化合物A:1.7%
既知化合物B:12%

［日本曹達］

21.SCC－010液
グルホシネート:18.5%

［日本アグロサービス］

19.NP－55乳
セトキシジム:20%

［日本曹達］
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対象雑草 処理法 処理時期 使用量（/10a） 適用土壌 適用地域 使用上の注意

薬剤名
有効成分及び含有率

（%）
作物名 判定

使用基準

継続の内容

7.DCMU　水和
DCMU:80%

［＊保土谷UPL、
北興化学工業］

食用亜麻 実・継
（従来
どお
り）

一年生広
葉雑草

茎葉兼
土壌

亜麻生育期（5
～10cm）、雑
草発生揃期

60g
<水量100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域 ・生育の進んだ雑草には
効果が劣る

・一年生イネ科雑草に対
する効果の確認

播種後出芽
前、雑草発生
前

150～200mL
<水量100L>

全域

播種後出芽
前、雑草発生
始期

100～200mL
<水量100L>

東北以南

茎葉兼
土壌
（畦間・
株間）

大豆生育期
（本葉5葉期以
降）、雑草生育
期（草丈15cm
以下）

100～200mL
<水量100L>

全域

ホオズキ類

てんさい
（移植）

実・継 一年生広
葉雑草

茎葉 てんさい定植
活着後、雑草
発生揃期

500～700mL
<水量50～100L>

全土壌 全域 ・展着剤を加用する
・タニソバには効果が劣
る場合がある

・水量50L処理での年次
変動の確認
・水量100L処理での年
次変動の確認

てんさい
（直播）

実・継 一年生広
葉雑草

茎葉 てんさい第2本
葉展開後、雑
草発生揃期

400～600mL
<水量50～100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域 ・一過性の葉の黄化が
見られることがある。
・展着剤を加用する

・水量100L処理での年
次変動の確認

てんさい
（移植）

実 一年生雑
草

茎葉兼
土壌

てんさい定植
活着後、雑草
発生揃期

500mL
<水量50～100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域 ・タデ科に効果が劣る場
合がある

てんさい 実 一年生雑
草

茎葉兼
土壌

中耕後（てんさ
い7葉期以
降）、雑草発生
揃期

500mL
<水量50～100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域 ・スズメノカタビラには効
果が劣る場合がある

11.KUH－043顆粒水和
ピロキサスルホン:50%

［クミアイ化学工業］

ばれいしょ － <作用性>

ばれいしょ 実
（従来
どお
り）

一年生雑
草

土壌 植付後萌芽
前、雑草発生
前

400～600mL
<水量100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域

茎葉兼
土壌

植付後萌芽
前、雑草発生
始期

300～600mL
<水量100L>

13.MBH－135　乳
フルチアセットメチル:2%

［丸和バイオケミカル］

大豆 実・継
（従来
どお
り）

一年生広
葉雑草

茎葉 大豆2～4葉
期、雑草生育
期（草丈10cm
以下）

30～50mL<100L> 全土壌
（砂土を
除く）

東北以南 ・シロザ、ヒユ科、ナス科
の優占圃場で使用する
・キク科、カヤツリグサ科
には効果劣る
・処理時に展開していた
葉に褐斑を生じ、生育が
遅れる場合がある

・有効草種についての確
認
・大豆1～3葉期処理で
の効果、薬害の確認（北
海道）
・大豆5葉期～開花前で
の効果、薬害の確認（東
北以南）

ばれいしょ 実・継 一年生イ
ネ科雑草

茎葉 ばれいしょ生
育期、イネ科
雑草3～8葉期

200～300mL
<水量100L>

全土壌 北海道 ・体系処理；広葉雑草対
象の土壌処理剤を使用
する
・スズメノカタビラには効
果劣る。

・東北以南での効果、薬
害の確認

かんしょ 実 一年生イ
ネ科雑草

茎葉 かんしょ生育
期、イネ科雑
草3～10葉期
（草丈30cm以
下）

200～300mL
<水量100L>

全土壌 全域 ・体系処理：広葉雑草対
象の既登録土壌処理剤
を使用する。
・スズメノカタビラには効
果劣る。

9.HMB－0901フロアブ
ル
フェンメディファム:9.0%
メタミトロン:27.0%

［ホクサン］

10.HSW－9104S乳
デスメディファム:2.3%
フェンメディファム:10%
S－メトラクロール:7.5%

［ホクサン］

12.MBH－075乳
プロスルホカルブ:46%
リニュロン:11.5%

［丸和バイオケミカル］

8.HCW－201フロアブル
DCMU:50%

［＊保土谷UPL、
北興化学工業］

大豆 実・継
（従来
どお
り）

一年生雑
草

土壌 全土壌
（砂土を
除く）

・タデ類には効果が劣る ・畦間・株間処理での一
年生イネ科雑草に対す
る効果の確認
（北海道）
・アサガオに対する効果
の確認
（畦間・株間）

・専用ノズルを使用する
・噴口はできるだけ低く
し、本葉にかからないよう
に散布する
・葉齢の進んだイネ科雑
草には効果が劣る場合
がある
・イネ科雑草が2葉期より
生育している場合には、
展着剤を加用する（東北
以南）
・低薬量では、生育の進
んだタデ科雑草に効果
が劣る

14.　NC－360フロアブ
ル
キザロホップエチル:7%

［日産化学工業］

2
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対象雑草 処理法 処理時期 使用量（/10a） 適用土壌 適用地域 使用上の注意

薬剤名
有効成分及び含有率

（%）
作物名 判定

使用基準

継続の内容

大豆 実・継 一年生雑
草

茎葉 200～500mL
<水量25～100L>

全土壌 東北以南

500mL
<水量5～6L>

播種後出芽前
雑草生育期
（草丈30cm以
下）

200～500mL
<水量25～100L>

茎葉
（畦間）

生育期、雑草
生育期

・作物に飛散しないよう
に散布する
・散布水量25～50L/10a
の場合は専用ノズルを
使用する
・雑草の草丈30cm以下
で散布する

茎葉 大豆　落葉期
～成熟期、雑
草生育期

500～1000mL
<水量50～100L>

・成熟の遅れた株に散布
すると、子実の変色やし
わ粒等が発生する場合
がある
・水分含量の高い果実を
つけた雑草では、茎葉
は枯れても果実が残る
場合がある
・効果の完成までに2週
間以上を要する

16.NH－009液
グルホシネート:18.5%

［日本農薬］

大豆 継 ・効果、薬害の確認

とうもろこし
（飼料用お
よび食用）

実
（従来
どお
り）

一年生雑
草

土壌 播種後出芽
前、雑草発生
前

225～300g
<水量70～100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域

大豆 実
（従来
どお
り）

一年生雑
草

土壌 播種後出芽
前、雑草発生
前

225～300g
<水量70～100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域

18.NM－536P乳
ジメテナミドP:8.5%
リニュロン:12%

［日産化学工業］

大豆 実
（従来
どお
り）

一年生雑
草

土壌 播種後出芽
前、雑草発生
前

400～600mL
<水量100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域

小豆 実 一年生イ
ネ科雑草

茎葉 小豆生育期、
イネ科雑草3～
5葉期

150～200mL
<水量100～150L>

全土壌 全域

小豆生育期、
イネ科雑草6～
8葉期（草丈
30cm以下）

200mL
<水量100～150L>

しゃくやく
（薬用）

実 一年生イ
ネ科雑草

茎葉 しゃくやく生育
期、イネ科雑
草3～6葉期

150～200mL
<水量100L>

全土壌 全域 ・イネ科雑草優占圃場で
使用する
・スズメノカタビラには効
果劣る

はっか 実 一年生イ
ネ科雑草

茎葉 はっか生育
期、イネ科雑
草3～6葉期

150～200mL
<水量100L>

全土壌 全域 ・イネ科雑草優占圃場で
使用する
・スズメノカタビラには効
果劣る

大豆 － <作用性>

とうもろこし
（飼料用お
よび食用）

－ <作用性>

大豆 継 ・効果、薬害の確認

ばれいしょ 継 ・効果、薬害の確認

・イネ科雑草優占圃場で
使用する
・体系処理：広葉雑草対
象の土壌処理剤を使用
する
・スズメノカタビラには効
果劣る

15.NC－622液
グリホサートカリウム
塩:48%
［日産化学工業］

耕起または播
種前　雑草生
育期（草丈
30cm以下）

・散布水量5～6L、25～
50L/10aの場合は専用ノ
ズルを使用する

・薬量200mL/10a、水量
5～6L/10a処理での効
果の確認（耕起前）
・耕起前、水量25～
100l/10a処理での効果、
薬害の確認（北海道）
・播種後出芽前、水量5
～6L/10a処理での効
果、薬害の確認（東北以
南）
・収穫前全面処理での
効果、薬害の確認（北海
道）

17.NK－1101　水和
S－メトラクロール：24.8%
プロメトリン：26.6%

［日本化薬］

20.NP－66フロアブル
既知化合物A:1.7%
既知化合物B:12%

［日本曹達］

21.SCC－010液
グルホシネート:18.5%

［日本アグロサービス］

19.NP－55乳
セトキシジム:20%

［日本曹達］

3

対象雑草 処理法 処理時期 使用量（/10a） 適用土壌 適用地域 使用上の注意

薬剤名
有効成分及び含有率

（%）
作物名 判定

使用基準

継続の内容

7.DCMU　水和
DCMU:80%

［＊保土谷UPL、
北興化学工業］

食用亜麻 実・継
（従来
どお
り）

一年生広
葉雑草

茎葉兼
土壌

亜麻生育期（5
～10cm）、雑
草発生揃期

60g
<水量100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域 ・生育の進んだ雑草には
効果が劣る

・一年生イネ科雑草に対
する効果の確認

播種後出芽
前、雑草発生
前

150～200mL
<水量100L>

全域

播種後出芽
前、雑草発生
始期

100～200mL
<水量100L>

東北以南

茎葉兼
土壌
（畦間・
株間）

大豆生育期
（本葉5葉期以
降）、雑草生育
期（草丈15cm
以下）

100～200mL
<水量100L>

全域

ホオズキ類

てんさい
（移植）

実・継 一年生広
葉雑草

茎葉 てんさい定植
活着後、雑草
発生揃期

500～700mL
<水量50～100L>

全土壌 全域 ・展着剤を加用する
・タニソバには効果が劣
る場合がある

・水量50L処理での年次
変動の確認
・水量100L処理での年
次変動の確認

てんさい
（直播）

実・継 一年生広
葉雑草

茎葉 てんさい第2本
葉展開後、雑
草発生揃期

400～600mL
<水量50～100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域 ・一過性の葉の黄化が
見られることがある。
・展着剤を加用する

・水量100L処理での年
次変動の確認

てんさい
（移植）

実 一年生雑
草

茎葉兼
土壌

てんさい定植
活着後、雑草
発生揃期

500mL
<水量50～100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域 ・タデ科に効果が劣る場
合がある

てんさい 実 一年生雑
草

茎葉兼
土壌

中耕後（てんさ
い7葉期以
降）、雑草発生
揃期

500mL
<水量50～100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域 ・スズメノカタビラには効
果が劣る場合がある

11.KUH－043顆粒水和
ピロキサスルホン:50%

［クミアイ化学工業］

ばれいしょ － <作用性>

ばれいしょ 実
（従来
どお
り）

一年生雑
草

土壌 植付後萌芽
前、雑草発生
前

400～600mL
<水量100L>

全土壌
（砂土を
除く）

全域

茎葉兼
土壌

植付後萌芽
前、雑草発生
始期

300～600mL
<水量100L>

13.MBH－135　乳
フルチアセットメチル:2%

［丸和バイオケミカル］

大豆 実・継
（従来
どお
り）

一年生広
葉雑草

茎葉 大豆2～4葉
期、雑草生育
期（草丈10cm
以下）

30～50mL<100L> 全土壌
（砂土を
除く）

東北以南 ・シロザ、ヒユ科、ナス科
の優占圃場で使用する
・キク科、カヤツリグサ科
には効果劣る
・処理時に展開していた
葉に褐斑を生じ、生育が
遅れる場合がある

・有効草種についての確
認
・大豆1～3葉期処理で
の効果、薬害の確認（北
海道）
・大豆5葉期～開花前で
の効果、薬害の確認（東
北以南）

ばれいしょ 実・継 一年生イ
ネ科雑草

茎葉 ばれいしょ生
育期、イネ科
雑草3～8葉期

200～300mL
<水量100L>

全土壌 北海道 ・体系処理；広葉雑草対
象の土壌処理剤を使用
する
・スズメノカタビラには効
果劣る。

・東北以南での効果、薬
害の確認

かんしょ 実 一年生イ
ネ科雑草

茎葉 かんしょ生育
期、イネ科雑
草3～10葉期
（草丈30cm以
下）

200～300mL
<水量100L>

全土壌 全域 ・体系処理：広葉雑草対
象の既登録土壌処理剤
を使用する。
・スズメノカタビラには効
果劣る。

9.HMB－0901フロアブ
ル
フェンメディファム:9.0%
メタミトロン:27.0%

［ホクサン］

10.HSW－9104S乳
デスメディファム:2.3%
フェンメディファム:10%
S－メトラクロール:7.5%

［ホクサン］

12.MBH－075乳
プロスルホカルブ:46%
リニュロン:11.5%

［丸和バイオケミカル］

8.HCW－201フロアブル
DCMU:50%

［＊保土谷UPL、
北興化学工業］

大豆 実・継
（従来
どお
り）

一年生雑
草

土壌 全土壌
（砂土を
除く）

・タデ類には効果が劣る ・畦間・株間処理での一
年生イネ科雑草に対す
る効果の確認
（北海道）
・アサガオに対する効果
の確認
（畦間・株間）

・専用ノズルを使用する
・噴口はできるだけ低く
し、本葉にかからないよう
に散布する
・葉齢の進んだイネ科雑
草には効果が劣る場合
がある
・イネ科雑草が2葉期より
生育している場合には、
展着剤を加用する（東北
以南）
・低薬量では、生育の進
んだタデ科雑草に効果
が劣る

14.　NC－360フロアブ
ル
キザロホップエチル:7%

［日産化学工業］

2
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対象雑草 処理法 処理時期 使用量（/10a） 適用土壌 適用地域 使用上の注意

薬剤名
有効成分及び含有率

（%）
作物名 判定

使用基準

継続の内容

土壌 播種後出芽
前、雑草発生
前

250～300g
<水量100L>

全域

大豆生育期
（本葉3葉期以
降）、雑草生育
期（草丈15cm
以下）

東北以南 ・専用ノズルを使用する
・噴口はできるだけ低く
し、本葉にかからないよう
に散布する

大豆生育期
（本葉5葉期以
降）、雑草生育
期（草丈15cm
以下）

北海道

かんしょ 実・継 一年生雑
草

茎葉兼
土壌
（畦間）

かんしょ生育
期、雑草生育
期（草丈10cm
以下）

200～300g
<水量100L>

全土壌
（砂土を
除く）

東北以南 ・作物に飛散しないよう
に散布する

・薬量150g/10a処理で
の効果、薬害の確認

とうもろこし3～
5葉期、雑草生
育期（草丈
15cm以下）

30～50mL
<水量100L>

・イネ科雑草が多い圃場
では高薬量で使用する

とうもろこし6～
7葉期、雑草生
育期（30cm以
下）

50～75mL
<水量100～150L>

24.SL－574　フロアブル
トルピラレート:3.1%
ニコスルフロン:3.1%

［石原バイオサイエンス］

とうもろこし
（飼料用）

実・継 一年生雑
草、多年生
イネ科雑
草

茎葉 とうもろこし3～
5葉期、雑草生
育期（草丈
15cm以下）

100～200mL
<水量100L>

全土壌 全域 ・処理後白化、黄化、一
時的な生育抑制が生じ
る場合がある。

・多年生イネ科雑草に対
する年次変動の確認（北
海道）

てんさい
（移植）

一年生広
葉雑草

茎葉 育苗期本葉展
開後、雑草発
生初期

500～750mL
<水量150L>

全土壌 全域

てんさい定植
活着後、雑草
発生揃期

400～600mL
<水量50～100L>

・低薬量では効果が劣る
場合がある

てんさい
（直播）

実・継 一年生広
葉雑草

茎葉 てんさい2葉期
以降、雑草発
生揃期

400～600mL
<水量50～100L>

全土壌 全域 ・低薬量では効果が劣る
場合がある

・子葉展開期～本葉抽
出期、雑草発生揃期で
の効果、薬害の確認

てんさい 実 一年生広
葉雑草

茎葉 中耕後、雑草
発生揃期

400～600mL
<水量50～100L>

全土壌 全域 ・低薬量では効果が劣る
場合がある

大豆 耕起または播
種7日以前、雑
草生育期（草
丈30cm以下）

250～500mL
<水量25～100L>

東北以南 ・少水量散布（25～50L）
の場合は専用ノズルを
使用する

播種後出芽
前、雑草生育
期（草丈30cm
以下）

250～500mL
<水量100L>

東北以南 ・大豆の発芽開始後は、
薬剤が直接触れると薬
害が発生することがある
ので注意する

茎葉
（畦間）

大豆生育期、
雑草生育期

200～500mL
<水量25～100L>

東北以南 ・作物に飛散しないよう
に散布する
・少水量散布（25～50L）
の場合は専用ノズルを
使用する
・雑草の草丈30cm以下
で使用する

生育調節剤

対象作物
使用目的

処理法 処理時期 使用量（/10a） 適用土壌 適用地域 使用上の注意

1.BAW－1601乳
新規化合物19.2%

［BASFジャパン］

さとうきび － <作用性>

2.ジベレリン　水溶
ジベレリン:3.1%

［協和発酵バイオ、住友
化学、Meiji Seika ファル
マ］

ばれいしょ 継 ・効果、薬害の確認

全土壌
（砂土を
除く）

・薬量200/10a、播種後
出芽前処理での効果、
薬害の確認

茎葉兼
土壌
（畦間・
株間）

200～300g
<水量100L>

23.SL－573　フロアブル
トルピラレート:10.4%

［石原バイオサイエンス］

とうもろこし
（飼料用お
よび食用）

実 一年生雑
草

茎葉 全土壌

22.SL－122顆粒水和
フルアジホップP:7%
リニュロン:30%

［石原産業］

大豆 実・継
（従来
どお
り）

一年生雑
草

全土壌 ・薬量と効果の確認（播
種後出芽前）
・落葉終期での効果、薬
害の確認

全域

25.UPH－002　フロアブ
ル
フェンメディファム:16%

［保土谷UPL］

実

26.WOC－01液
グリホサートイソプロピル
アミン塩:41.0%

［三井化学アグロ］

実・継
（従来
どお
り）

一年生雑
草

茎葉

薬剤名
有効成分及び含有率

（%）
作物名 判定

使用基準

継続の内容
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生育調節剤

対象雑草 処理法 処理時期 使用量（/10a） 適用土壌 適用地域 使用上の注意

薬剤名
有効成分及び含有率

（%）
作物名 判定

使用基準

継続の内容

土壌 播種後出芽
前、雑草発生
前

250～300g
<水量100L>

全域

大豆生育期
（本葉3葉期以
降）、雑草生育
期（草丈15cm
以下）

東北以南 ・専用ノズルを使用する
・噴口はできるだけ低く
し、本葉にかからないよう
に散布する

大豆生育期
（本葉5葉期以
降）、雑草生育
期（草丈15cm
以下）

北海道

かんしょ 実・継 一年生雑
草

茎葉兼
土壌
（畦間）

かんしょ生育
期、雑草生育
期（草丈10cm
以下）

200～300g
<水量100L>

全土壌
（砂土を
除く）

東北以南 ・作物に飛散しないよう
に散布する

・薬量150g/10a処理で
の効果、薬害の確認

とうもろこし3～
5葉期、雑草生
育期（草丈
15cm以下）

30～50mL
<水量100L>

・イネ科雑草が多い圃場
では高薬量で使用する

とうもろこし6～
7葉期、雑草生
育期（30cm以
下）

50～75mL
<水量100～150L>

24.SL－574　フロアブル
トルピラレート:3.1%
ニコスルフロン:3.1%

［石原バイオサイエンス］

とうもろこし
（飼料用）

実・継 一年生雑
草、多年生
イネ科雑
草

茎葉 とうもろこし3～
5葉期、雑草生
育期（草丈
15cm以下）

100～200mL
<水量100L>

全土壌 全域 ・処理後白化、黄化、一
時的な生育抑制が生じ
る場合がある。

・多年生イネ科雑草に対
する年次変動の確認（北
海道）

てんさい
（移植）

一年生広
葉雑草

茎葉 育苗期本葉展
開後、雑草発
生初期

500～750mL
<水量150L>

全土壌 全域

てんさい定植
活着後、雑草
発生揃期

400～600mL
<水量50～100L>

・低薬量では効果が劣る
場合がある

てんさい
（直播）

実・継 一年生広
葉雑草

茎葉 てんさい2葉期
以降、雑草発
生揃期

400～600mL
<水量50～100L>

全土壌 全域 ・低薬量では効果が劣る
場合がある

・子葉展開期～本葉抽
出期、雑草発生揃期で
の効果、薬害の確認

てんさい 実 一年生広
葉雑草

茎葉 中耕後、雑草
発生揃期

400～600mL
<水量50～100L>

全土壌 全域 ・低薬量では効果が劣る
場合がある

大豆 耕起または播
種7日以前、雑
草生育期（草
丈30cm以下）

250～500mL
<水量25～100L>

東北以南 ・少水量散布（25～50L）
の場合は専用ノズルを
使用する

播種後出芽
前、雑草生育
期（草丈30cm
以下）

250～500mL
<水量100L>

東北以南 ・大豆の発芽開始後は、
薬剤が直接触れると薬
害が発生することがある
ので注意する

茎葉
（畦間）

大豆生育期、
雑草生育期

200～500mL
<水量25～100L>

東北以南 ・作物に飛散しないよう
に散布する
・少水量散布（25～50L）
の場合は専用ノズルを
使用する
・雑草の草丈30cm以下
で使用する

生育調節剤

対象作物
使用目的

処理法 処理時期 使用量（/10a） 適用土壌 適用地域 使用上の注意

1.BAW－1601乳
新規化合物19.2%

［BASFジャパン］

さとうきび － <作用性>

2.ジベレリン　水溶
ジベレリン:3.1%

［協和発酵バイオ、住友
化学、Meiji Seika ファル
マ］

ばれいしょ 継 ・効果、薬害の確認

全土壌
（砂土を
除く）

・薬量200/10a、播種後
出芽前処理での効果、
薬害の確認

茎葉兼
土壌
（畦間・
株間）

200～300g
<水量100L>

23.SL－573　フロアブル
トルピラレート:10.4%

［石原バイオサイエンス］

とうもろこし
（飼料用お
よび食用）

実 一年生雑
草

茎葉 全土壌

22.SL－122顆粒水和
フルアジホップP:7%
リニュロン:30%

［石原産業］

大豆 実・継
（従来
どお
り）

一年生雑
草

全土壌 ・薬量と効果の確認（播
種後出芽前）
・落葉終期での効果、薬
害の確認

全域

25.UPH－002　フロアブ
ル
フェンメディファム:16%

［保土谷UPL］

実

26.WOC－01液
グリホサートイソプロピル
アミン塩:41.0%

［三井化学アグロ］

実・継
（従来
どお
り）

一年生雑
草

茎葉

薬剤名
有効成分及び含有率

（%）
作物名 判定

使用基準

継続の内容
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